
令和６年度　森林環境贈与税使途内訳

森林環境税及び森林環境贈与税に関する法律第34条3項に基づき、下記のとおり公表します。

１、これまでの森林環境贈与税活用の活用状況について

区分

活用額（円）

贈与額（円）

２、令和６年度に森林環境贈与税を活用した事業一覧

(A)+(B)

(A)
うち令和６年

度の森林
環境譲与税
（千円）

(B)
うち他の
財源

（千円）

水源の森保全事業 4,440 3,977 463

市単森林造成事業補助金 701 701 0

④公有林整備
（財産区有林含む）

学校跡地整備 550 550 0

⑤森林保護対策 松くい虫防除対策事業 1,545 1,545 0

林道等維持管理事業 5,426 5,426 0

林道維持管理業務委託 2,831 2,831

林道舗装整備事業 5,302 5,302

GNSS測量機購入 858 858

林地台帳用端末機
リース

78 78 0

⑩専門員の雇用 森林経営管理事業 2,221 666 1,555

⑪新たな組織の設立
森林経営管理事業
（森林経営管理制度推進
協議会）

51 51

⑰基金積立 基金積立 0 0 0

24,003 21,985 2,018 令和6年度譲与額　21,985千円合計

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業効果

学校跡地の一部を里山林に戻すための植
栽後の管理を実施。

松くい虫による被害の拡大防止を図るた
めの、松林監視員による枯損木等の早期
発見に向けた巡視及び被害木等の伐倒・
駆除等。

林道・林業専用道等の維持修繕を実施。

林道の維持修繕の業務委託料。

林道の舗装工事を実施。

【ワンフレーズ】
　本年度は、引き続き、松くい虫被害拡
大防止のための松林監視員による巡視、
枯損木等の伐倒・くん蒸処理を実施し
た。学校跡地を里山に戻すための植栽管
理のほか、税の活用により各種対策によ
る森林整備の推進が図られた。
　また、新たに林道舗装整備事業に活用
し、GNSS測量機器を購入して、効率化及
び省力化を図った。また、GIS連携強化す
ることによりＤＸ化を行った。

【詳細】
　現在、本市では、森林の有する多面的
機能を総合的かつ高度に発揮させるた
め、それぞれの機能に応じた適正な植栽
や保育、間伐等の施業の実施により、健
全な森林整備が促進されるよう事業を推
進している。
　また、森林経営管理制度実施方針に基
づき森林整備を進めていく。
　このほか、松くい虫被害の防除対策事
業については、健全な森林保全と被害拡
大防止のため、引き続き早期発見・早期
駆除を第一に取り組んでいく。

･除伐 8件
･下刈り 3件

林地台帳用端末機のリース料。（更新）

地域林政アドバイザーの雇用。

令和元年度～令和５年度

56,911,000

67,443,000

令和６年度

21,985,000

21,985,000

事業内容 実績

事業内容

森林経営管理制度に基づく森林整備事業を進めるための
積立

88.2%

計

78,896,000

89,428,000

令和６年度末時点の
活用率

⑥林道・林専路の
整備等

③私有林整備

団体等が実施する小規模森林施業に対す
る補助金。

基金への積立

下刈り 2.02ha

･監視日数 75日
･枯損木発見 21本
･伐倒くん蒸処理15本

修繕等 14路線

林道2路線

1台

雇用 2名

･下刈り 7ha
･除伐 10ha
･つる切 20ha

横川山水源涵養林の整備。

⑨林業就業者の育成

⑩専門員の雇用

⑬木造公共建築物の整備等

⑭木質バイオマス利用推進

⑮森林・林業・木材普及活動等

⑯その他（木材・普及啓発関係）

⑰基金積立

⑦その他（森林整備）

新たに測量機を購入し、作業の効率化及
び省力化を図り、GIS連携強化を行った。

⑪新たな組織の設立

⑫その他（人材育成等）

①意向調査の準備作業、森林整備の準備作業

②意向調査、集積計画等作成

③私有林整備

④公有林整備（財産区有林含む）

⑤森林保護対策

⑥林道・林専路の整備等

事業区分表

⑦その他（森林整備）

⑧担い手確保


